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アメリカザリガニ移入後の生息地のアカハライモリの状態
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Abstract: Red swamp crayfish, Procambarus clarkii have immigrated since 2009 into one habitat of the 

Japanese newt Cynops pyrrhogaster that we observed from 1999 to 2002 in Hiroshima Prefecture, Japan, 

so we studied the habitat again in December 2012. The observed number of individuals of C. pyrrhogaster 

in 2012 and their catch per unit effort as relative density tended to decline, and 93.9% of males and 72.7% 

of females showed injury. In another habitat that P. clarkii has invaded since 1993, C. pyrrhogaster showed 

low frequency of observation and many injured individuals from 1997 to 2002.

序　文

北米大陸メキシコ湾沿岸部に生息するア

メリカザリガニ Procambarus clarkii（節足

動物門甲殻綱十脚目アメリカザリガニ科）

は，養殖されていたウシガエル Lithobates 

catesbeianus の餌とすることを目的にアメリ

カ合衆国ニューオリンズから1927年に神奈川

県に移入され（三宅，1986；大森，1986；

酒向，1987），本州，四国，九州には1960年

までに分布を拡大し（宮下，1963），沖縄島
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では1980年頃から（伴，2002），北海道では

1994年に分布が確認されている（斎藤・蛭

田，1995）．その影響として，水田において

畔に穴をあける，イネを食べる，水生昆虫に

対しては直接的な捕食や，水草を食べること

により，産卵や幼虫の生息場所を消失させ

ることが指摘される（苅部・西原，2011；

多紀，2008）．また，一方でヒルがいなくな

る，雑草が少なくなる効用があったという

（岸田，1961；尾崎，1999）．

日本列島に生息する両生類に対するアメ

リカザリガニの影響として，環境省のレッ

ドデータブック2014は，アベサンショウ

ウオ Hynobius abei，ホクリクサンショウ

ウオ Hynobius takedai，カスミサンショウ

ウオ Hynobius nebulosus，トウキョウサン

ショウウオ Hynobius tokyoensis，イボイモリ

Echinotriton andersoni の存続を脅かす原因の

１つとして，アメリカザリガニの捕食を挙げ

ている（環境省自然環境局野生生物課希少種

保全推進室，2014）．東京都のアメリカザリ

ガニが生息するトウキョウサンショウウオの

繁殖地で，トウキョウサンショウウオの破れ

た卵嚢や，四肢や尾が切断された雌の死体が

確認されている（塩谷，2004）．竹内他（2011）

は，千葉県のトウキョウサンショウウオ生息

地において，アメリカザリガニ生息密度が高

い地点では，トウキョウサンショウウオ幼生

の生存率が低くなることを示した．

川上（1948）は，東京都の石神井川，神田

川上水，目黒川，多摩川の支流に注ぐ小川や

溝に，アカハライモリ Cynops pyrrhogaster が

1937年から1940年頃には多くいたが，1947年

には全くいなくなり，代わりにアメリカザリ

ガニが多くいたと報告している．

広島県東広島市の広島大学構内の水域内の

アカハライモリ生息地には，調査開始時点で

既にアメリカザリガニが生息していた地点

と，調査開始時点にアメリカザリガニが生息

していなかったが，以降にアメリカザリガニ

が確認された地点があり，これらの地点のア

カハライモリの記録を報告する．

調査地

広島県東広島市の広島大学構内を流れる川

の流域内に溜池や湿地がある（広島県建設技

術センター・広島大学，1999）．そのうちの

１つ，「生態実験園」（北緯34度24分，東経

143度43分，標高220 m，世界測地系）は，

アカマツ Pinus densiflora 林（10000 m2）と湿

地（500 m2）で構成されている．湿地は1992

年から隣接する川から導水するなどして管理

された（Marunouchi et al., 2002）．両生類は

ニホンアカガエル Rana japonica の繁殖が確

認され，アカハライモリ，トノサマガエル

Pelophylax nigromaculatus，ウシガエル，ヌマ

ガエル Fejervarya kawamurai，シュレーゲル

アオガエル Rhacophorus schlegelii の生息も確

認されている．アメリカザリガニは1993年に

導入された（Marunouchi et al., 2002）．

「ふれあいビオトープ」（別名工学部ビオ

トープ）（北緯34度23分，東経132度43分，標

高210 m，世界測地系）は，生態実験園に隣接

する川の約600 m 下流側に位置し，川左岸の

アカマツ林と水田跡のショウブ園（400 m2）

と池（30 m2）で構成されている．ショウブ

園は1995年から1998年にかけて，池は1999年

に整備され（広島大学工学部広報委員会，

2000），水源は法尻より滲出する地下水であ

る．ショウブ園の法尻は地下水を受けるよう

に幅60 cm の水路が掘られている．両生類は

アカハライモリ，カスミサンショウウオ，

ニホンヒキガエル Bufo japonicus japonicus， 

ニホンアカガエル，ヌマガエルの繁殖が確認

され，ニホンアマガエル Hyla japonica，トノ

サマガエル，ウシガエル，シュレーゲルアオ

ガエルの生息も確認されている．

ショウブ園に隣接する川の護岸は，花崗岩

の割石積護岸であり，2002年に親水護岸が施

工されている．川には土砂が堆積し，護岸の
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天端との差は2012年12月31日の時点で約30～

80 cm であった．

アメリカザリガニの生息は，ふれあいビオ

トープの付近では約60 m 下流側の川の水域

で1999年７月15日などに確認されていた．ふ

れあいビオトープ内においては，アメリカザ

リガニは2009年10月に１個体確認され，2010

年11月７日には全長40～80 mm に及ぶ44個

体が採集されるなど（塩路，未発表），増加

傾向を示した．

調査方法

生態実験園における調査

1997年１月より2002年４月までに夜間，ま

たは日中に湿地の水域に出現したアカハライ

モリを目視して個体数を記録した．1997年11

月より確認された個体の一部を採集し，性別

と負傷状況などの個体の特徴を記録した．記

録後に採集された個体は調査地に放逐した．

ふれあいビオトープにおける調査

アメリカザリガニ確認前の調査

1999年１月より，2002年４月までの間，夜

間に水路，ショウブ園，池の水底を懐中電灯

で照らし，目視したアカハライモリの個体数

と調査時の水温を記録した．目視調査では，

性別が分かる程度に接近すると個体が逃げ隠

れして，出現している個体数が把握できなく

なるので，性別までは確認しなかった．

アカハライモリの採集調査を1999年12月の

８日間，2000年３月12日，2000年12月の３日

間，2001年３月19日，2001年12月の３日間，

それぞれ日没後に実施した．各年の12月には

調査の効率化のために水路や池の底の泥さら

いや除草など清掃を行った．採集は１人から

５人で手づかみまたはタモ網を用いて行っ

た．１日あたりの採集を複数回行った日があ

り，1999年12月11日に４回，2000年12月25日

に６回，26日に４回，27日に２回であった．

個体数と，性別，負傷状況などの個体の特徴

を記録し，指切りによる集団標識を行った．

また，採集された個体の一部については，吻

端から総排泄孔後端までの体長と，総排泄孔

後端から尾の先端までの尾長を麻酔せずにノ

ギスで 1 mm 単位で測定し，個体識別のため

に腹部の斑紋を描写，或いは撮影した．記録

後に採集された個体は調査地に放逐した．

アメリカザリガニ確認後の調査

採集調査の前の2012年12月25日の日没後

（19:45-20:45）に目視調査，26日の日中に

調査の効率化のために水路や池の底の泥さ

らいや除草など清掃を行い，27日の日没後

（20:00-20:30）に目視調査をおこなった．

2012年12月30日の日没後（18:20-20:20）

に，アカハライモリとアメリカザリガニを４

人で目視して個体数を記録した後に採集した．

採集されたアカハライモリに対しては，個

体数，性別，負傷状況の記録，腹部の斑紋の

撮影，体長，尾長，体重の測定を行い，31日

１時12分に採集地に放逐した．今後，四肢の

負傷状況と混乱が起きる可能性があるため，

個体或いは集団標識のための指切りは行わな

かった．

採集したアメリカザリガニは，性別を記録

した後は一部を冷凍して，標本とした．

解　析

夜間調査の日付は，特記しない限り翌日の

未明も同一として１晩を１日として計数した

（倉本・石川，2000）．

生態実験園においてアカハライモリが確認

される頻度が低いため，結果を示すに留め，

検定は行わなかった．ふれあいビオトープの

アカハライモリの目視個体数は，12月のみ各

調査日ごとに示し，1999年から2002年までの

期間の月の最大個体数を抽出した．

各年12月下旬の採集調査初日である，1999

年 12月 24日，2000年 12月 25日，2001年 12月

26日，2012年 12月 30日 の CPUE（Catch Per 
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Unit Effort，単位努力量当たり捕獲個体数：

個体数／（人数×時間））を計算した．但し，

2000年12月25日は６回採集を行ったうちの第

１回目の値を使用した．

採集個体のうち，身体の負傷や欠損の他

に，過剰肢や過剰指，指の形の異常のある個

体についても，過去の負傷によって生じた形

態異常と仮定し負傷の中に含めた．負傷の部

位の内訳を，頭，肢，尾に分類し，1999年か

ら2001年までの12月，３月の採集調査の結果

と，2012年の結果を比較した．

負傷率については，2012年とその他の年

の採集調査初日の結果について，Sequential 

Bonferroni 法で補正した Fisher の正確確率検

定法で検定した．但し，2000年12月25日は６

回の採集ごとに個体の状況を記録していな

かったため，合計の値を使用した．

尾長／体長を尾率として体長と尾長の記録

がある1999年12月と2012年12月の雌雄の結果

について，Mann-Whitney の U 検定で検定した．

結　果

生態実験園

1997年１月９日から2002年４月７日までに

アカハライモリは日中の調査429回中１回，

夜間の調査930回中28回確認された．１回あ

たりの目視数の最大値が1997年に３個体で

あったのに対し，1998年以降は１個体であっ

た（図１）．この期間に採集した個体におい

て，雄は５個体中２個体の尾が短くなってお

り，１個体の右前肢の指が太くなっていた．

また雌４個体中２個体が吻を負傷していた．

そのうち早く採集された，1998年４月23日未

明の１個体は上顎の右側が抉れ，尾が切断さ

れた状態であった．この調査期間内において

アカハライモリの幼生は確認されなかった．

なお，アメリカザリガニが繁殖活動中のニ

ホンアカガエルに対して，1998年２月20日

2:50頃（水温9.0°C）に雄を，1998年2月18日

21:45頃（水温6.0°C）に性別不明の成体を捕

獲しているのが確認された．

ふれあいビオトープ

1999年１月20日未明より，2002年４月５日

未明までの間の560回の夜間調査のうちアカ

ハライモリは419回確認された．1999年から

2002年の月最大目視数は12月から５月にかけ

て多く見られる傾向があり，2000年以降のこ

の期間の値は前年を上回る傾向があった（図

２）．アカハライモリの幼生は1999年の６月

図１．広島大学生態実験園の1997年から2002年までのアカハライモリ目視数の月最大値．
Fig. 1.  Monthly maximum of observed numbers of individuals of Cynops pyrrhogaster from 1997 to 2002 in 

Hiroshima University Ecological Garden.
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図２．広島大学ふれあいビオトープの1999年から2002年までのアカハライモリ目視数の月最大値と調査時
の水温の月平均値．黒丸はアカハライモリ，白抜きの四角形は水温を示す．

Fig. 2.  Monthly maximum of observed numbers of individuals of Cynops pyrrhogaster and monthly mean of water 
temperature observed from 1999 to 2002 in Hiroshima University Fureai Biotope.

図３．広島大学ふれあいビオトープの12月のアカハライモリとアメリカザリガニの目視数，調査時の水
温．黒丸はアカハライモリ，白抜き丸はアメリカザリガニ，白抜きの四角形は水温，上側のひし形は採集調
査日，下側の三角形は溝さらいの日を示す．

Fig. 3.  Observed numbers of individuals of Cynops pyrrhogaster, Procambarus clarkii and observed water 
temperature during December in Hiroshima University Fureai Biotope. Solid and open circles and open squares 
show Cynops pyrrhogaster, Procambarus clarkii and water temperature respectively. Upper rhombs and lower 
triangles show days of collection and days that ditches had been cleaned respectively.
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から10月，2000年の７月と９月，2001年７月

に確認された．調査時の水温の月平均値は 

4°C から23°C の範囲であり，年間で１月また

は２月に最低となり，８月に最高となる傾向

があった（図２）．

12月のアカハライモリの目視個体数は，清

掃後に多く確認された（図３）．12月の目視

個体数の最大値は，1999年の47個体から2001

年の101個体であったのに対し，2012年は28

個体であった．12月の調査時の水温は 4°C か

ら12°C の範囲であり，2012年の調査時の水

温は 8°C であった．

各年12月の CPUE は，1999年から2001年

においては24～36個体／（人数×時間）で

あったのに対し，2012年においては15個体／

（人数×時間）であった（図４）．

一方で，2012年12月のアメリカザリガニに

ついては目視数が36～54個体，CPUE は８個

体／（人数×時間）であった．採集された

25個体の構成は，全長83～91 mm の雄８個

体，雌12個体，全長18～40 mm の未成熟個

体５個体であった．

なお，2012年の調査中，アカハライモリの

死体を鉗脚で持ち口に当てている姿勢のアメ

リカザリガニ１個体が確認された（図 5A）．

この個体はすぐに逃げ，採集できなかった．

アカハライモリの死体は吻端，下顎，尾，四

肢の一部が無い状態であった（図 5B）．脊椎

骨，四肢の縁が鋸歯状になっていた．

2012年に採集されたアカハライモリは雄

33個体中31個体（93.9％），雌11個体中８個

体（72.7％）が負傷していた（表１）．負傷

部位は頭部，四肢，尾部に大別され，いくつ

かの部位を負傷した個体が，雄では21個体，

雌では３個体確認され，頭部だけを負傷して

いる個体は確認されなかった（表２）．負傷

状況は，頭部については眼や吻端の欠失（図 

6A, 6B），四肢については肢の欠失（図 6A, 

6C）や外傷（図 6B），指の欠失（図 6C）や

二叉などの形態異常，尾部は尾端の切断（図 

6C）や尾外縁部の鋸歯状変化を伴う外傷（図 

6B）が確認された．傷の状態は皮膚の癒合

していないものから，治癒過程にあるものま

図４．広島大学ふれあいビオトープの12月下旬
の採集調査初日のアカハライモリとアメリカザリ
ガニの単位努力量当たり捕獲数（CPUE，個体数
／（人×時））．黒丸はアカハライモリ，白抜き丸
はアメリカザリガニを示す．

Fig. 4.  Catch per unit effort (CPUE, caught numbers 
of individuals/(persons × hour)) ont the first day 
of collection during late December in Hiroshima 
University Fureai Biotope. Solid and open circles 
show Cynops pyrrhogaster and Procambarus clarkii 
respectively.

図５．アカハライモリの死体を持つアメリカザ
リガニ（A）．アカハライモリの死体（B）．

Fig.  5. Procambarus clarkii holding a carcass of Cynops 
pyrrhogaster (A). The carcass of Cynops pyrrhogaster (B).
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で様々な段階があった．吻の負傷は生態実験

園で確認された個体の負傷と類似していた．

2012年の調査に対し，1999年から2001年の

12月，３月の採集調査で確認された負傷個体

を合計した雄14個体，雌５個体においては，

共に尾部の負傷は確認されず，頭部だけ，あ

るいは四肢だけの負傷が確認された（表２）．

雌雄とも尾部の負傷率が，2012年は1999年

から2001年の合計と比較して有意に高かっ

た（Fisher の正確確率検定，P＜0.05）．負傷

状況は，頭部においては眼の欠失や皮膚の裂

傷が確認されたが，2012年の調査で見られた

吻端の欠失は確認されなかった．四肢では肢

の欠失，指の欠失，短小，二叉の他に，過剰

指，過剰肢が確認された．傷の状態は頭部皮

膚裂傷の雄１個体と両前肢と左後肢を欠失し

た雌１個体を除いては，皮膚は癒合していた．

また，1999年から2001年の12月下旬の採集

調査初日の負傷個体は，雄では31～132個体

中１個体（0.8％～3.0％），雌では1999年に７

個体中２個体（28.6％）である以外は，16～

25個体中０個体（0.0％）であり，負傷率に

ついて，2012年の雄は，1999年から2001年ま

での雄に対して有意に高く，2012年の雌は，

2000年と2001年の雌に対して有意に高かった

（Sequential Bonferoni で補正した Fisher の正

確確率検定，P＜0.05）（表１）．

1999年12月に採集された雄71個体と2012年

12月に採集された雄33個体について，体長

の分布は有意差が無かったが，尾率の分布

は2012年12月の雄が有意に低かった（Mann-

Whitney の U 検定，P＜0.05）（表３）．1999

年12月に採集された雌26個体と2012年12月に

採集された雌10個体についても，体長の分布

は有意差が無かったが，尾率の分布は2012年

12月の雌が有意に低かった（Mann-Whitney

の U 検定，P＜0.05）（表３）．

なお，2012年の調査時に両生類はアカハラ

イモリの他にカスミサンショウウオ雄１個

体，ニホンアカガエル雄２個体を採集した

が，いずれも負傷していなかった．

考　察

愛媛県の標高500 m 未満のアカハライモリ

成体の年齢構成の連続した分布は３歳から７

歳であり（Marunouchi et al., 2000），愛媛県

表１．12月下旬の採集調査初日に採集されたアカハライモリの負傷個体数．
Table 1. Number of injured individuals of Cynops pyrrhogaster on the first day of collection in late December.

調査日 
Date of 

Collection

雄　Male 雌　Female

無傷 
Uninjured

負傷 
Injured

計 
Total

負傷率（％） 
Percentage of 

the injured

無傷 
Uninjured

負傷 
Injured

計 
Total

負傷率（％） 
Percentage of 

the injured

1999-12-24  30  1  31  3.2  5 2  7 28.6
2000-12-25 131  1 132  0.8 16 0 16  0.0
2001-12-26 117  1 118  0.8 25 0 25  0.0
2012-12-30   2 31  33 94.0  3 8 11 72.7

表２．アカハライモリの負傷部位別の個体数．各部位だけ負傷している個体数は括弧内に示す．
Table 2. Numbers of individual Cynops pyrrhogaster divided by injuries. Numbers of individuals only injured in 

one body part in parentheses.

調査期間 
Term of Research

雄　Male 雌　Female

頭部 
Head

四肢 
Limb

尾部 
Tail

計 
Total

頭部 
Head

四肢 
Limb

尾部 
Tail

計 
Total

December in 1999, March and December in 2000 and 2001 3（3） 11（11）  0（0） 14 0（0） 5（5） 0（0） 5
December in 2012 4（0） 21（2） 29（8） 31 2（0） 6（3） 5（2） 8
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と瀬戸内海を挟んだ広島県の生息地でも近似

しているものと考えられる．よって，2002年

４月までに確認された個体は，2012年に生存

しておらず，2012年12月に確認された個体の

中には含まれていないと考えられる．

アカハライモリは，京都府の畑の水路に生

息する個体群においては夜間の方が日中より

多く出現し（林，1989），日照と温度変化を

自然条件下においた飼育個体の１年間の活動

の記録においては，１月下旬と４月下旬の夜

間の水中活動は，その他の時期と比較して減 

少している（Nagai and Oishi, 1998）．これに対 

し，ふれあいビオトープで12月から５月にか

けてアカハライモリの夜間の出現個体数が多

く確認されている．これは水域に入る地下水

によって水温が，アカハライモリが活動する

程度に保たれており，12月の清掃後から抽水

植物が伸長する５月までは水底のアカハライ

モリの発見率が比較的高いためと考えられる．

ふれあいビオトープにアメリカザリガニが

入った過程として，人による放逐の他，隣接

する川からの移動が考えられる．アメリカザ

リガニが水位上昇時に水流とともに護岸を越

えるか，護岸を上るかである．水の流れるコ

ンクリート製の落差工を登ることがあること

から（苅部・西原，2014），花崗岩の割石積

の護岸を登ることは可能であると考えられる．

生態実験園に生息するアカハライモリをア

メリカザリガニが捕食していることが推定さ

表３．アカハライモリの測定値．各測定値は平均値±標準偏差（範囲）を示す．
Table 3.  Measurements of Cynops pyrrhogaster, snout-vent length (SVL), tail length (TL), body weight (BW), 

and condition factor. SVL was measured from the snout to the posterior end of the cloaca. Each value shows 
mean±standard deviation (range).

調査年 
Year of 

Research

雄　Male 雌　Female

個体数 
N

体長 
（mm） 

SVL

尾長 
（mm） 

TL

尾率 
TL/SVL

体重（g） 
BW

肥満度 
Condition 

Factor 
BW/(SVL/10)3

個体数 
N

体長 
（mm） 

SVL

尾長 
（mm） 

TL

尾率 
TL/SVL

体重（g） 
BW

肥満度 
Condition 

Factor 
BW/(SVL/10)3

1999 71 43±2 
（39-48）

33±2 
（30-38）

0.76±0.04
（0.67-0.85）

No Data No Data 26 48±4 
（37-54）

40±4 
（37-54）

0.83±0.07
（0.64-0.94）

No Data No Data

2012 33 43±2 
（37-50）

23±6 
（9-33）

0.54±0.15
（0.23-0.76）

2.3±0.4
（1.7-3.2）

0.029±0.003
（0.023-0.036）

10 46±3 
（40-50）

32±3 
（27-37）

0.73±0.11
（0.60-0.90）

2.7±0.5
（1.8-3.4）

0.029±0.004
（0.023-0.036）

図６．アカハライモリの負傷の状況．吻と左前
腕部を欠失した雌（A）．吻の欠失，左前腕部負
傷，尾部を鋸歯状に負傷した雄（B）．左前肢第三
指先端，右前腕部，右脛部，尾部先端を欠失した
雄（C）．

Fig. 6.  Status of injuries of Cynops pyrrhogaster. A 
female missing a snout and left forearm (A). A male 
missing a snout and injured forearm and serrated tail 
(B). A male missing the tip of the third finger of the left 
forelimb, right forearm, right shank, and tip of tail (C).
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れたのが，1998年４月23日未明に上顎の右側

が抉れ，尾が切断された雌が採集された時点

であった．鋭く抉れた傷の状態がアメリカザ

リガニの鉗脚によるものと推定された．ふれ

あいビオトープにおいてアカハライモリの同

様の負傷状態は，アメリカザリガニの生息が

確認されていない1999年から2001年において

は確認されず，生息が確認されて以降の2012

年に確認された．また，生態実験園のアカハ

ライモリの目視個体数の最大値が３個体で増

加傾向を示さなかったのは，アカハライモリ

が増えにくい種であるためと推定していた

が，ふれあいビオトープにおいてアメリカザ

リガニの生息が確認されていない期間のアカ

ハライモリの目視数が増加傾向を示したこと

から，アカハライモリは決して増えにくい種

ではないと推定された．生態実験園における

アカハライモリの状態はアメリカザリガニの

捕食圧に影響されたものと推定された．

2012年の調査でアカハライモリの採集数が

目視数を上回ったのに対し，アメリカザリガ

ニの採集数は目視数を下回った．このことは

調査時の水温下では，アメリカザリガニは手

づかみやタモ網で取逃がすほど活動的である

ことが考えられる．また，調査時にアメリカ

ザリガニはアカハライモリ死体の摂食活動を

示した．その他に２月の生態実験園でアメリ

カザリガニが繁殖活動中のニホンアカガエル

を捕獲することも観察している．ニホンアカ

ガエルは跳ぶ点でアカハライモリよりも動き

が速いことから，アメリカザリガニは冬期に

もアカハライモリを捕食し，負傷させる可能

性がある．

トウキョウサンショウウオ生息地におい

て，アメリカザリガニ捕獲用のペットボト

ル製の罠に，アメリカザリガニと共に入っ

ていたトウキョウサンショウウオ雌の死体の

四肢と尾の欠損（塩谷，2004）は，ふれあい

ビオトープの2012年のアカハライモリの負傷

状況と類似している．ふれあいビオトープの

アメリカザリガニのいない1999年から2001年

の結果と比較して，アメリカザリガニのいる

2012年における高い負傷率と負傷した尾部が

確認されることはアメリカザリガニによるも

のと考えられる．また，1999年から2001年の

個体と比較して，2012年の個体はやせている

ように見えた．アカハライモリは食物に対し

てアメリカザリガニと競合している可能性が

ある．アカハライモリの無傷の個体の肥満度

や，食物となる動物の密度とアメリカザリガ

ニの生息との関係について調査する必要があ

る．

草野（2014）によると，東京都八王子市の

首都大学東京構内に生息するアカハライモリ

個体群の1992年から2012年までの標識再捕に

よる雌の推定個体数は1990年代には150個体

と安定していたが，2000年に80個体と半減

し，さらに2007年から2009年までに50個体未

満に減少し，その後は回復傾向にあった．

2000年の減少は人の捕獲によるものと推定さ

れ，2007年の減少の頃には調査地でウシガエ

ルの生息が確認された．

ふれあいビオトープのアカハライモリ目

視数は，1999年３月の41個体から2002年３

月の240個体と約6倍に増加した．1999年か

ら2001年までの間にウシガエル７個体による

アカハライモリ９個体の捕食を確認したが

（Marunouchi et al., 2003），この期間中にアカ

ハライモリの目視個体数が増加していること

から，ウシガエルの捕食圧はアカハライモリ

の個体群動態に変化を与える程ではなかった

と考えられる．

本調査のアカハライモリの相対密度として

の目視個体数，採集個体数とも2012年12月は

2001年12月の約1/3となり，1999年12月の結

果に近い値である．アカハライモリの採集個

体の88.6％が負傷していることからも，アメ

リカザリガニは，アカハライモリを捕獲する

能力が高く，アカハライモリの個体数を減少

させていると考えられる．アメリカ合衆国の
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カリフォルニア州において在来種でないアメ

リカザリガニの存在下でカリフォルニアイモ

リ Taricha torosa の卵塊，幼生，成体の密度

が低下し，成体11個体中10個体の四肢や尾の

負傷が確認され，これらの負傷はアメリカザ

リガニのいない生息地では確認されなかった

（Gamradt et al., 1997）．本調査のアカハライ

モリと類似した傾向と考えられる．

ふれあいビオトープのアメリカザリガニ個

体群が現状で維持されれば，やがて生態実験

園のようにアカハライモリは少数が低頻度で

確認されるようになることが予測される．在

来生物に対するアメリカザリガニの影響は，

侵入後２～３年後に多くの個体が繁殖し，

様々な大きさの個体が揃うようになって顕在

化するという（西原・苅部，2010）．ふれあ

いビオトープではアメリカザリガニは2009年

10月に１個体確認された．2010年11月７日

にはアメリカザリガニ44個体が採集され，

同時に採集されたアカハライモリのうち，

画像で尾の状態が確認できる25個体中４個

体（16.0％）の尾に切れ込みがあるのが確認

された（塩路，未発表；宇都，2011）．2012

年12月30日の本調査においては，雌雄を合わ

せた44個体中34個体（77.3％）が尾を負傷し

ていた．ふれあいビオトープのアカハライモ

リの状況に段階的にアメリカザリガニの影響

が現れていると考えられる．また，東京都に

おける1940年頃に多くいたアカハライモリが

1947年に全くいなくなり，その代りにアメリ

カザリガニが多くいた状況（川上，1948）に

移行する前の段階とも考えられる．

神奈川県愛川町の池では12個体 /m2 の密度

で確認されたアメリカザリガニを駆除し，４

年間で駆除前の1/20程度に抑制したところ，

駆除前に確認されなかったアカハライモリが

確認された（苅部・西原，2014）．ふれあい

ビオトープのアカハライモリの個体数は2012

年12月の時点では，その後に増加した1999年

12月の時点と同じ程度であるため，アメリカ

ザリガニを除去すれば，個体数は回復できる

と考えられる．ただし，卵や幼生もアメリカ

ザリガニの捕食圧を受けて，変態までの生存

率も1999年頃より低い状態が続いているため

に，新規加入個体が少ない状態は続くと考え

られる．ホクリクサンショウウオ（秋田，

2010）やトウキョウサンショウウオ（草野，

2014）の移植個体群では，卵や幼生の移植か

ら，個体の繁殖開始年齢に相当する年数を経

て成体が出現している．ふれあいビオトープ

のアカハライモリの繁殖開始年齢は３歳と推

定されるので（Marunouchi et al., 2000），ア

メリカザリガニの捕食圧を効果的に除去でき

てから，アカハライモリの個体群の回復が確

認できるのは，３年以上かかると予測される．

千葉県のニホンイシガメ Mauremys japonica 

やクサガメ Mauremys reevesii（小菅，2011；

小賀野他，2015）や福岡県のニホンイシガメ

（鈴木他，2015）の頭部，四肢，尾に欠損や

外傷が確認され，北米原産の哺乳綱の外来種

アライグマ Procyon lotor によると推定されて

いる．イモリ科やカメ目などの比較的寿命が

長い生物，特に器官の再生能力があるイモリ

のように負傷に耐える生物に対して，外来種

の捕食圧は今までにない負傷の種類，高い負

傷率という形で現れてくるものと考えられる．
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